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（2012a）・山田（2012b）において 2010 年国勢調査 4）の東京都区部・政令指



















































別集計は 2010 年分から公表されている。表 1－ 3は，2010 年における三大
都市圏外に所在する道県から他の都道府県への若年層の転出の状況を示した
ものである。転入届提出者は，高校生の年齢層では 15 歳の約 0.5 万人が最
高であるが，高校卒業時に相当する 18 歳には 6万人近くまで急増している。
19 歳では約 2.4 万人まで急減するが，短大卒業時に相当する 20 歳では約 3.7
万人まで増加している。21歳では約2.7万人まで減少するが，22歳では約6.7
万人へ大幅に増加している。その後は継続的に減少するが，23 歳・24 歳で
も 4万人以上の水準にあり，29 歳でも約 2.6 万人を数える。また，短大卒業
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表 1－ 1　三大都市圏外所在道県における調査票の回収方法・不詳率
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況をみてみよう 10）。表 1 － 4 は，三大都市圏外所在の大学・短大への他都
道府県所在高校出身者の入学状況を示したものである。2010 年 4 月には他
表 1－ 2　「年齢」「国籍」不詳率が高い市区町村
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後に就職などで他都道府県へ転出した者も含まれている表 1－ 3 の 18 歳の
（届を提出した）転居者数と比べてかなり多い。したがって，他県所在の大学・
表 1－ 3　 三大都市圏 1）外所在道県からの他都
道府県への若年層転出者
表 1－ 4　 三大都市圏外所在高校出身者の他都道府県所在大学・短大 1）へ
の入学者数
















達しており，150 弱（100 市 25 町 20 村）にすぎなかった 2005 年国勢調査時
と比べて大幅に増加している。このうち年齢を各歳別に区分したものが大半
（135 市）であり，5歳階級別にしか区分されていない場合 12）は比較的少な
い（37 市）。このうち年齢別データを性別に区分していない 5市 13）も考察
対象に含めている。さらに各歳別または 5歳階級別登録人口データが入手で
きた 31 町 12 村 14）も考察対象に加えた。次節ではこれらの市町村を主な考
察対象とし，三大都市圏外に所在する 9政令指定都市の状況にも比較のため
に触れる。他方，若年層が区分されていない登録人口データしか入手できな

















の比率は 2005 年調査時も 100％であった奈良県郡部を除いて各ブロックと
も 2005 年調査時と比べて大幅に上昇している。
注
 1） 改正住民基本台帳法の施行に伴い 2012 年 7 月 9 日以降は外国人登録者も住民
表 1－ 5　本稿の考察対象地域 1）
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 4） 2010 年国勢調査では，インターネットを利用した回答方式が初めて導入さ
れ た。
 5） 三大都市圏外の道県の人口は，2010 年国勢調査が把握した全国の人口のうち約
47.8％（うち政令指定都市は約 7.5％）を占めている。







 8） 三大都市圏外所在の道県について国勢調査結果による外国人数をその 3ヶ月後
の登録外国人数と比較すると，約 12.2 万人（約 20％）少ない。しかし，これ
らの地域の登録人口に占める外国人の比率は全般に小さいので，両統計の比較
には大きな影響はないと考えられる。
 9） 住民基本台帳法第 22 条は届出の期限を転入後 14 日以内としている。他方，国
勢調査の調査対象者に関する規定は，3ヶ月以上の居住（予定）者である。





 12） 20 代以上が 10 歳階級別に区分され，10 代までが各歳別ないし 3歳階級・5歳
階級に区分されている山口県光市を含む。
 13） 群馬県桐生市・長野県千曲市・愛媛県西条市・高知県室戸市・沖縄県豊見城市。






のが公表されている年次は，2013 年 1 月現在 1995 年分以降である。


























人口を下回っており，下回り率は 19 歳が最も大きい場合が多い。表 2－ 1
では下回り率をマイナスで表記した（以下表 2－ 11 まで同じ）。両データの
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差は，留萌市の男女，伊達市の男性において特に大きい。

























































































































































においてみられる。このほかの各市の 20 歳前後の男女においても 20％を超
える差がみられる。
　表 2－ 6には大阪市に近い奈良県北部（山辺郡・生駒郡・磯城郡・宇陀郡・
高市郡・北葛城郡）所在の 16 町村について両データの関係を，同じく表 2
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の非常に大きな差は，北部では 16 町村のうち 6町村の男性と 4町村の女性
に限られているが，中南部では全 11 町村の男性と 9町村の女性の幅広い年
齢層に発生している。














































































































































も 20 歳前後の年齢層において 10％台から 30％台の下回りがみられる。





















19 歳男女・大分県日出町の 19 歳男性では 40％を超えている。


















































































































































































大都市圏外の地域において広範囲にみられる。表 3－ 2・表 3－ 3 は，各市
町村における年齢別にみた最大下回り率および最大上回り率とその年齢（層）
を示したものである。
　200 余りの市町村のうち約 3分の 2 では国勢調査人口が上回っている年
齢（層）がないか最大上回り率が 5％未満であり，最大上回り率が 10％以上




































































































































　なお，本稿では 15 歳未満の年齢層・30 歳以上の中年層についての両デー







は，香川県善通寺市（2010 年国勢調査による総人口 33817 人），石川県野々市





えば，2010 年国勢調査による総人口が 37243 人の青森県つがる市には世帯人員
の総数が 1111 人の施設世帯が所在していた。また，2010 年国勢調査による総
人口が 24972 人の島根県浜田市には世帯人員の総数が 3628 人の施設世帯が所
在していた。
参考文献
　以下のうちインターネット収録の文書は 2011 年 5 月～ 2013 年 1 月にダウンロード
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